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　　　　　　　　　　　強者と弱者
　
　いかなる人においても優性と劣性を持っている。それは、身体的、知性的、経済的、社
会的、などにおいて強者と弱者を生み出す。相互間において争いが起きれば、弱者が淘
汰されていく。俗にいう、弱肉強食です。人間は、弱者を保護するために、国家を作り
福祉政策を行ってきた。しかしながら、福祉国家だからと言って、国家が弱者が幸福に
なれることを保障しているわけではない。いかなる組織においても、強者と弱者の闘争
は存在する。また、闘争は、強者と弱者を逆転させる場合がある。
　

　アメリカ大陸移民の例で考えると、一般的に、先住のアメリカ国民が強者で他国から
の移民が弱者と考えられるが、移民が増加し、彼らの生活保護のために国民と同等の権
利が与えられたならば、移民は国民と同等の立場になっていくだけでなく、移民数の増
大に伴って強者の立場に転化していく。移民の増大は、政治的、経済的、文化的、など
において国民と移民の紛争を激化させていく。
　
　
　

　北アメリカ大陸には、インディアン原住民が住んでいた。そこに、ヨーロッパから白人
が大勢移住してきた。その数が増大していくにしたがって、インディアン原住民と白人
移民の紛争が拡大していった。そして、兵力と兵器において勝る白人移民は、インディ
アン原住民を駆逐した。それによって、北アメリカ大陸は、インディアン大陸ではなく
なり、白人移民大陸となった。その後、北アメリカ大陸は、ヨーロッパからだけでなく、
世界各国からの移民を受け入れ始めた。
　

　現代では、アフリカ、南米、アジアなどの諸国家からの移民でアメリカ国家は構成され
ている。もはや、白人中心の国家から黒人や黄色人などからなる有色人国家に変貌して
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しまった。近年では、メキシコ側から国境の壁を乗り越えて入国する中国人や南米人ら
の移民が急増している。また、それに伴って不法滞在者による犯罪が急増している。さ
らに、ニューヨーク、ロサンゼルス、サンフランシスコなどの大都市においては、コロ
ナパンデミック後の急激な経済低迷によって企業倒産もしくは社員削減による失業者が
急増し、数十万人のホームレス化した失業者が路上生活を余儀なくされている。
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　今、コロナパンデミック後、リーマンショック以上の世界的な大恐慌が起きている。
それに伴い、多くの貧困者が増加している。そこに追い打ちをかけるように地震、大雨、
台風、などの異常気象が続発している。これらの災害は、インフラの破壊をもたらした
だけでなく耕作地にも打撃を与えた。本年から来年度に駆けて、世界的な大飢饉が予測
される。世界中の経済的弱者は、餓死を免れないだろう。数年で何億人、いや何十億人
が亡くなる可能性がある。
　

　強者と弱者は、相対的なものであるが、今後、強者による弱者の殺戮はますます激化
するであろう。地球上に生き残る強者においても、そこから更なる弱者が生まれる。そ
して、強者による弱者の殺戮が繰り返される。このような弱肉強食が繰り返されるなら
ば、地球上にどのような人間が生き残るのだろうか。おそらく、どんなに人間の知性脳
が高度化したとしても感情脳は動物脳以上にはならないであろう。そう考えると、人間
も動物と同じように生きるためには殺戮を行うが、ある一定の個体数に達すると共存す
る集団になるように思える。
　
　
　

　身体的、知性的、経済的、社会的などの弱者は、これから先も生み出されるだろう。そ
して、歴史を鑑みて弱者は淘汰されるであろう。しかしながら、生物は淘汰を繰り返し
ながらも、地球上で存在し続けるのではなかろうか。また、生物細胞の誕生と消滅は、太
陽が存在する限り、また地球上から酸素が無くなるような異変がない限り、永遠に繰り
返されると思われる。人間は生物であるから、人間の脳細胞も同じことが言えるが、脳
細胞はどこまで発達するのだろうか。人間脳に期待はするものの、きっと、人間の知性
脳がどんなに発達しても、動物脳の域を超えることはできないであろう。
　

　幸か不幸か、すでに、人間の知性脳をはるかに凌駕する AIが誕生しています。重要な
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ことは、AIを如何に使っていくかです。人類の共存のために使うのか、戦争に使うのか。
AIが政治、経済、教育、において主導的地位を得るようになれば、知的弱者は AIを神
のように崇拝し、AIの指示に従って行動する以外ありません。AIが国民をコントロール
する AI国家は、すぐ目の前にやってきています。今のところ、知的弱者は、知的強者が
AIを知的弱者救済のために利用してくれることを祈る以外ありません。また、知的弱者
は、心静かに現実を見つめ、用心深く生きていきましょう。
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　　一休川柳
　
＊バッテリー　電気を作って　毒散布
　
＊役に立つ　テストに出ない　食文化
　
＊無知政府　電動オモチャで　頓死する
　
＊アホ企業　電動オモチャで　腹を切る
　
＊電欠で　電動オモチャ　粗大ごみ
　
　
＊公害か　電動オモチャ　危険物
　
＊朝ですよ　起きてください　御肩様
　
＊青信号　鹿の行列　あわてない
　
＊白ネズミ　電動オモチャで　不感症
　
＊軽トラも　適材適所　役に立つ
　
　
　
＊詐欺 EV　補助金使って　売りまくる
　
＊詐欺 EV　自動運転　黄泉の旅
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＊怠け者　何時まで寝てる　起きなさい
　
＊アカ国家　国民騙して　黄泉の旅
　
＊余裕だぞ　エールに乗って　好記録
　
　
＊日本での　チックン自殺　世捨て人
　
＊アカ医療　チックン医者を　大増産
　
＊アカ医療　ネズミの駆除は　アカ AI

　
＊アカ医療　チックン旅券で　黄泉の旅
　
＊アカ政府　クルドスピンで　チャイナ消す
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